第１０回教育委員会（定）
開会日時　　平成２３年　　５月　２７日（金）　　　午前　１０時００分
閉会日時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前　１１時２０分
開会場所　　教育委員会室

出　　席　　者

委　　　　　員　　別　府　明　雄

委　　　　　員　　今　井　英　彦

委　　　　　員　　谷　田　　　泰

委　　　　　員　　本　山　千惠子

委　　　　　員　　北　川　容　子

出席事務局職員

　　事務局次長　　浅　島　和　夫　　　　庶務課長　　矢　嶋　吉　雄

　　学務課長　　森　下　真　博　　　　生涯学習課長　　中　島　　　実

　　指導室長　　中　川　修　一　　　　新しい学校づくり担当課長　　浅　賀　俊　之

　　学校地域連携担当課長　　大　澤　宣　仁　　　　中央図書館長　　近　藤　直　樹

署　名　委　員

　　　　　　　　　　委員長

　　　　　　　　　　委　員
午前　１０時００分　開会

委　員　長　　本日は５名の委員の出席を得ましたので、委員会は成立いたしました。
　　　　　　　ただいまから、平成２３年第１０回の教育委員会定例会を開催いたします。
　　　　　　　本日の会議に出席する職員は、浅島次長、矢嶋庶務課長、森下学務課長、中島生涯学習課長、中川指導室長、浅賀新しい学校づくり担当課長、大澤学校地域連携担当課長、近藤中央図書館長の、以上８名でございます。
　　　　　　　本日の会議録署名委員は、会議規則第２９条により北川委員にお願いいたします。
　　　　　　　本日の委員会は、２名から傍聴申し出がなされており、会議規則第３０条により許可しましたので、お知らせいたします。

○議事

日程第一　議案第３２号　東京都板橋区教育委員会事務局組織規則の一部を改正

　　　　　　　　　　　　する規則　　　　　　　　　　　　　　　（庶務課）

委　員　長　　それでは、議事に入ります。日程第一　議案第３２号「東京都板橋区教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則」について、庶務課長から説明してください。
庶務課長　　議案第３２号でございますけれども、東京都板橋区教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則でございまして、内容的には、１ページめくっていただいた速報を、まずご覧いただきたいと思います。
　　　　　　　区の組織改正というのがございまして、今回の災害の発生を受けて、災害対策本部の機能強化や、地域防災計画の大幅な見直し、業務継続計画の策定、初動期対応を含む緊急かつ重点的な防災施策の推進など、早急に取り組むべき課題に迅速かつ的確に対応するため、危機管理体制をより実効性のあるものにするということを目的に、６月１日付で、危機管理部門の組織を拡充をする組織改正が行われます。
　　　　　　　それに伴いまして、区役所各部の中で、最初のページの裏面に新旧対照表がございますけれども、基本的には庶務担当課の事務分掌の一部に、「危機管理に関する各種計画の日常的な点検・訓練に関すること」ということを明記して、より危機管理体制の強化を図っていこうというものでございまして、庶務課庶務係の事務分掌に、ただいま申し上げた危機管理に関する事項を加えるといった改正をするものでございます。
　　　　　　　施行は、この組織改正に合わせて６月１日からということになります。
　　　　　　　説明は以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

今井委員　　直接ではないのですが。
　　　　　　　４月に天津の入学式に行かせていただきましたが、連絡が途絶える空白の時間帯とか、そういうのがどうしてもできてしまうということで、天津には衛星電話みたいなことを、こういう契機に考えていけるといいのかなという気がしました。

庶務課長　　通信手段を身近に確保するという意味ですね。分かりました。
　　　　　　　そういったことについても、今回の危機管理体制の見直しの中で、要求とか要望をしていきたいと思っております。

委　員　長　　連絡体制の話でいきますと、例えば、電話通信網が東京都内でかなり厳しくなったときに、例えば、東京から大阪には意外とかかるらしいです。ですから、私の元いた会社では、緊急時の連絡は関西支社経由とか名古屋支社経由でやるということになっていました。
　　　　　　　だから、板橋区も、もし、そういう手段がとれるのであれば、どこかの友好都市と、そういう協定を結んでおくというのもいいかなという気がいたします。

教　育　長　　この前の３月１１日のときは、通信網が一番問題になってしまったのですけれども、行政優先電話というのは、つながっていたのでしょう、電話の中で。

新しい学校づくり担当課長　　つながっていました。

教　育　長　　いたんですよね。そうすると、天津もそれは入っているの。

新しい学校づくり担当課長　　天津は分からないです。確認してみます。

今井委員　　あと、家庭からの安否確認の電話が受けやすいようにできるといいですね。

教　育　長　　それが一番でしょうね。
　　　　　　　行政間のところではできるのですけれども、一般の方、保護者とかとの連絡は全然とれなくなってしまって、一番困っているんです。

委　員　長　　それは行政間ですか。その電話から発信は、どこにでもできるのですか。

教　育　長　　発信はできる。受信もできるんですか。

新しい学校づくり担当課長　　前回の大震災のときに、時間経過とともに学校施設との連絡が徐々につきづらいという現象が発生してきました。そのときに、私どもの方から電話をかけても、学校につながらないという状況があったために、防災無線を使って、学校にまず一報を入れて、学校から区役所に電話をしなさいという指示を出したところ、それはつながりました。

教　育　長　　同報無線ですか。

新しい学校づくり担当課長　同報無線です。防災無線を使って、同報無線で各学校にやっています。防災無線は優先でつながりますので、そちらの方で、まず学校に、「区役所あてに電話をしろ」という指示を出したところ、それはつながりました。
　　　　　　　もっと通信網が混乱してくると、発信規制もかかってくると思いますので、それは、そのときにならないと状況が分からないですけれども、区役所の電話は、受け取りに関しては、かなり優先順位が高いという話を聞いておりますので、そういった手法も上手く使いながら、連絡が上手くつくように、庶務課の方で動いていたという状況を見ています。

庶務課長　　たまたま、学校とか区の施設にある防災無線が、今年の３月に更新時期だったのです。まだ試運転の段階ですけれども新しい機器が入っておりました。それは、無線で個別に、電話と同じように交信ができるというもので、それはもう全然問題なく、各学校とやりとりができておりました。
　　　　　　　それはいいのですけれども、確かに、天津とか、保護者とのやりとりということについては、普通の通信網が混雑しますので、困難というか、それは免れないと思っておりました。
　たまたま天津は、電話を早い時期にしてくれたら区役所にかかって、大丈夫だということがいち早く指導室に伝わったということで、安心感を与えられることができましたということを聞いております。
委　員　長　　この速報の中で、「初動期対応を含む緊急かつ重点的な防災施設の推進など」とあるのですが、初動の後は通常の組織で動くということですか。
　　　　　　　結局、初動は大事ですけれども、その後も仮に続いた場合に、その辺の対策も考えておかないといけないのではないかなという気も。
新しい学校づくり担当課長　　それについては、今現在、防災課の方で、ＢＣＰという、事業継続計画を策定するということで話を聞いておりますので。
　　　　　　　実際に発生したときには、職員が参集できるかどうかという点も含めまして、その都度、的確な判断をせざるを得ないのかなという印象は今回の災害で持っています。

委　員　長　　そうなんです。何が起こるか結局分からないので、どういう対応をするかも決めようがないという部分も非常にあって、難しいんですけれども。
　　　　　　　ここで言ってしまっていいのかどうか。先日、鎧づくりの大人の教室をやっていたのですけれども、たまたま、そこの生徒に、仙台で被災して成増の都営住宅に住んでいる方が参加されていまして、仙台では学校に避難していたけれども、先生の対応が非常に悪いと。
　　　　　　　悪いというのは、要するに杓子定規だということで、仮に、避難民が１００人いたとすると、支援物資が９９個届くと、１人足りなくなってしまうから配付できない。だから、そういうところの融通が非常に利かないんだという話があって。
　　　　　　　だから、臨機応変に、ある程度、何でもできる体制でないと、結局受ける方の人が非常に困るのではないかなと。
　　　　　　　９９個を１００人で分けるというのは非常に難しいですけれども。でも、それで、配付しなかったものが結構あるそうです。ということで、よろしいでしょうか。
　　　　　　　では、ひとつ、学校の安全・安心、保護者の安全・安心を含めまして、よろしくお願いいたします。
　　　　　　　では、お諮りします。日程第一　議案第３２号「東京都板橋区教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則」について、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定します。

○審議事項

１．区立学校における放射性物質への対応について　　　　　　　　（庶務課）

委　員　長　　次は、審議事項です。「区立学校における放射性物質への対応について」、庶務課長より説明してください。
庶務課長　　続いて、綴じ込んであります資料をご覧いただきたいと思うのですけれども、最近、放射性物質の測定で、保護者の方、区民の方から多数の意見が、学校ですとか教育委員会、保育園、公園だとかというところに寄せられております。
　　　　　　　その内容は、「放射性物質が観測されているので、外での活動は大丈夫なのか」ですとか、「学校のグラウンドに放射性物質が舞い降りて、通常の活動どおりやっても大丈夫なのか」、「近々に春の運動会が予定されているけれども、そういったところも大丈夫なのか」「これからプールが予定されているけれども、そういった活動はどうなのか」といったような、要望というか不安の声が寄せられてきております。
　　　　　　　そういったものへの不安を解消して、保護者の方に、教育委員会の一定の考え方を示していく必要があると考えまして、今回このような形で、「区立学校における放射性物質の対応について」ということで文書をつくりまして、各保護者に通知を差し上げるということの措置をとりたいと考えております。
　　　　　　　内容はご覧のとおりでございますけれども、今の区立学校における放射性物質の対応について、本区の区立学校においては下記のとおりの対応としますのでご理解をいただきますようお願いしますという内容でございます。
　　　　　　　記書き以降でございますけれども、１つは、学校の教育活動は通常どおり実施しますということでございます。
　　　　　　　都内の大気や水道水に含まれる放射線量は、現在のところ、健康に影響を及ぼすようなレベルではなく、現時点で放射線による健康被害の心配はないとされています。
　　　　　　　こうしたことから、区立学校における教育活動は、野外での体育の授業やプール指導、運動会、移動教室、部活動などの活動を含め、通常どおり実施をしますということをお知らせしようと考えております。
　　　　　　　２番目でございます。学校給食の食材の安全確保に努めます、という内容でございます。
　　　　　　　給食の食材の安全性を確保するため、食品の出荷制限や摂取制限などの状況について確認し、該当する食材は使用しないことを徹底しています。今後も、学校給食の安全・安心には可能な限り配慮に努めてまいります、という内容でございます。
　　　　　　　それから、３番目は、放射線量の測定をしてほしいという要望も多数受けておりますので、測定に向けて準備を進めています、といった内容でございます。
　　　　　　　学校における放射性物質の測定については、現状において東京都健康安全センター（新宿区百人町）での測定値が、健康に影響が及ぶとされている基準値を大幅に下回っていることから実施していませんが、今後、区民の皆様の不安を解消するため、区の施設において独自に放射線量の測定を行うための準備を進めています。準備ができ次第測定を行い、結果を公表していく予定です。
　　　　　　　また、引き続き、都や国等からの情報収集に努め、状況に変化があるような場合には適切な対応を採ってまいります、という内容でございまして、これもあわせて、昨日の新聞に出ましたけれども、板橋区内の数カ所で委託をして、地面の土の状況ですとかプールの水の状況について放射線の測定をする予定です。
　　　　　　　また、測定器を２台購入して、必要に応じて測りに行くといったことの対応もしていく予定でして、これから契約ということになりますけれども、早ければ６月中旬ぐらいに、そういった測定ができるというような方向で今準備を進めているところでございます。
　　　　　　　参考は、文部科学省から出ている、福島県の学校の校舎・校庭等の利用判断の目安といった内容を掲げておりまして、１時間当たり３．８マイクロシーベルトというのが１つの目安になっていて、それ以上であると活動の制限をしている。それ未満の場合は、特段の制限はなくしてもいいですよというような形になっております。
　　　　　　　都内の場合は、東京都健康安全センターでの測定値は、この数日ほぼ０．０７マイクロシーベルト／時。各１時間当たり０．０７マイクロシーベルトということで、安定していますので、こういう利用判断の目安から比べると低い値を示しているということで、参考として挙げさせていただいているものでございます。
　　　　　　　これについて、本日付の通知をつくりますので、学校を通して保護者の方に配付したいと考えています。
　　　　　　　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。
今井委員　　「大丈夫なのか」と直接言われたケースでは、直後から線量計を持って現地だとか東京中を回って、ブログだとかツイッターに載せている人たちとか、グループとかがあるらしくて、そういうのは、例えば線量計が振り切れたとか、要するに、何を計測し、どういう単位のモードで振り切れたとか、そういうことは一切なしに、そういう記述が並んでいる。多分、そういうのを見て不安がっている人が問い合わせに来ているのではないかみたいなことを、話を聞きながら思ったんですけれども。
　　　　　　　ですから、新聞とかテレビのイメージで我々が対応しても、多分、全然信じてもらえないみたいな事態が起こってしまっているのかなという意味では、折角購入して測る、あるいは情報を集めた、その３．８マイクロシーベルトというのがどういうものなのか。
　　　　　　　あるいは、測るに当たって、何を測っているのかといったような、結果の数字だけではなくて、その意味。だから、ブログとか、そういうのに載っている、こういう条件が記されていないものよりも信頼できる数値なんだよというような説明ができる勉強を、我々もしなければいけないのかなという気がしました。

教　育　長　　放射能に対しては、今おっしゃったように、かなり敏感に感じていらっしゃる方々がいらっしゃるので、それを否定することはできないと思っているんです。
　　　　　　　今回、こういう形で、「保護者の皆様に」ということで、今日付で出すのですけれども、区の考え方を、保護者の方に統一的にお知らせするということで、出すことにしました。
　　　　　　　ただ、例えば、給食に関して言えば、そういうふうに過敏な方の場合は、どうしても学校の給食は信用ができないというような話もありますから、その場合は、給食費は払っていただくということを条件にして、保護者の意見を尊重してお弁当を持ってくることも可とするということで学校に指導はしています。
　　　　　　　ただ、給食は、単に食事を提供するというだけではなくて、教育的な効果を持ってやっている事業ですので、その辺のことについては、きちんとお知らせした上で、なおかつお弁当を持って来たいという方には、やむを得ないという形で対処しています。
　　　　　　　あと、色々問題になるのは、日光の移動教室が迫っています。来月の初めから６、７月というふうに始まるんですけれども、那須、日光のあたりというのが大気汚染から言うと、山との関係で風の流れがどうもあるようで、大気汚染の数値が少し高いんです。常に０．１６とか０．１７あたりで今は安定しています。
　　　　　　　それに関して、お隣の豊島区は親の反対がかなりあったようで、日光の移動教室を中止して、蓼科に変えたというようなことの情報が入ってきております。今のところ、板橋の場合はそんなに大きな反対という声は、不安だという声は上がっていますけれども、それ以上は上がってきてはいないのですけれども、大分検討を重ねました。
　　　　　　　現地の方でも、栃木県と日光市が、それぞれ観光安全宣言を出して、きちんと大気汚染の状況を毎日測定して、ホームページにも出して、「安全です」ということでＰＲしていますし、現地の方でも、宿舎が色んな配慮をしてくれているという確認をしていますので原発で今後大きな変化があれば別ですけれども、現状の中では実施しようということで、板橋は準備を進めているところです。
　　　　　　　それから、やご救出作戦というのを今始めていまして、プールの残り水の中にやごがいまして、それを環境教育の一環として救い出すという事業が始まってきています。それに関しても、「やめろ」というような要望も実はあったんですけれども、それも、庶務課の方で大分調査をしてくれて、救出作戦は行います。
庶務課長　　東京都健康安全センターで毎日公表している値で、雨とか、ちりとかに含まれて、地表に降り注いでいる放射線の総量というのが、ずっと継続して公表されています。
　　　　　　　仮定ですけれども、それがプールにすべて降り注いだという想定のもとで、震災以降の放射線の放射性物質の濃度を調べてみても、飲料に供しても大丈夫というレベルよりも低い濃度であるというふうに、計算上は出てきますので、特に、その水を飲むわけでもありませんし、事後の水洗いをしっかりやるということをやれば問題ないレベルにあるという判断をして、やご救出作戦も予定どおり実施をしていくという方向で、学校の方には話をしています。
委　員　長　　作業はビニールの手袋を使えばいいでしょう。そうしたら洗わなくていい。当然洗うのですけれども、やっていけばさらに安全。

庶務課長　　そういう準備ができれば対応したいと思います。

教　育　長　　相手が子供ですので。大人だったら、余り大きな問題にはならないかもしれませんけれども。子供ですから、特に予想できる体内被曝だとか、そういう問題に関しては極力抑えたいというのは基本的な考え方ではあるんですけれども、現状からいえば、区ができる範囲としては対応をとって、通常の教育活動が行われるように努力をするしかないという判断になったということです。

委　員　長　　日光はバスで行くんですよね。
教　育　長　　そうです。

委　員　長　　一泊二日ですか。
教　育　長　　二泊三日です。

委　員　長　　バスは返してしまうのですか、待機ですか。

教　育　長　　途中、戦場ヶ原に行って降りてきたり、それから、３日目は別のところに行ったりしますから常に近くに待機しています。

委　員　長　皆と一緒にいるという意味ですね。
教　育　長　　一緒にいるという意味です。

委　員　長　　だから、万一、急に放射能の問題があったようなときに、はすぐ帰れる態勢にはできると。

教　育　長　　そうです。ほかに、宿舎の方でもペットボトルを用意するだとか、それから、避難時の訓練をするとか、かなり配慮してくれているようです。

今井委員　　プールの件は、今のご説明で全く問題ないと思うのですが、もしかして突っ込みが入るとしたら、放射線を測る単位は、「シーベルト」とか「ベクレル」とか「グレイ」とかあるじゃないですか。
　　　　　　　その流れというものと、出してくる能力と、それからグレイでいうと人体への影響度みたいな、その３つの関係の換算式みたいなものを押さえておくと、厳しいところに入ったときにいいのかなという気がして、聞いていました。
　　　　　　　ご存じのことだと思いつつ、発言させていただきました。

谷田委員　　今井先生からもお話がありましたが、そういう考え方とかをしっかり持ってお話ししていけばいいんじゃないですか。
　　　　　　　あと、委員長もおっしゃいましたけれども、「こうなったときは、こうする」ということも、もしかしたら考えておくといいのかもしれないですね。原発がこれからひどいことになることはないのかもしれないですけれども。
委　員　長　　あとは、学校の食材は、こちらで注意していても千葉県のようにごまかしてくると。千葉県が全部悪いように言われていますが、一部の方が。そうすると、対処がなかなか難しいですよね。
　　　　　　　ですから、ああいうのがあると、「千葉県のものは一切使わないようにした方がいい」という風評になってしまうので、それは生産者の方に気をつけてもらわないといけない話なので。そこまでチェックできないですものね。
教　育　長　　そうですね。

庶務課長　　東京都の流通の関係で、出荷の制限がかかっているものですとか、摂取の制限がかかっているものについては一般に出回らないということが１つの目安になっていますけれども、食材については共同で、まとめて購入しているわけではなくて、学校の近くの野菜を扱っているお店から買うということもありますので、一つ一つ学校の方で確かめるということは困難です。東京都の出荷制限とか摂取制限の部分について、流通の規制というものに大分依存しているというのも多いのではないかなと思います。

本山委員　　調理に携わっている方たちは、もう先刻ご承知だと思うのですけれども、調理法で危険回避ができる、茹でるとかなり流せるというのも聞いていますので。そういうのは、してくださっていると思うのですけれども。
　　　　　　　本当に、子供さんの場合、親御さんの心配は分かりますよね。給食の食材、それから、あとは水を持って来たいという。水は、以前から持ってくるのは可能だったんですよね。
　　　　　　　水を持って来たいという親御さんはいるだろうと思うのですけれども、ご心配なさるのは分かりますので、できる範囲で対応していただければと思います。
委　員　長　　少なくとも、水洗いをやることで、かなり落ちるようですから。最近は、私もよく洗うようにしています。
　　　　　　　よろしいでしょうか。
　　　　　　　それでは、放射性物質への対応につきましては、今後とも適切な対応をとっていただくことでよろしいでしょうか。

○報告事項

１．告示関係

　　板橋区立図書館の臨時休館について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中央図書館）

委　員　長　　それでは、報告事項を聴取します。
　　　　　　　報告１「告示関係」です。「板橋区立図書館の臨時休館について」、中央図書館長から説明してください。
中央図書館長　　こちらにつきましても、震災関連の話になりますけれども、今夏の節電対策としまして区立図書館を計画的に休館することにしました。その旨、本日付で告示しております。
　　　　　　　区全体の動きとしましては、前回の教育委員会で庶務課長からお話がございましたけれども、月曜日に災害対策本部が開かれまして、その中でも確認されております。区立図書館としても、節電の趣旨から地域図書館を休館するということにいたしました。
　　　　　　　今日、席上に１枚の資料をお配りさせていただきましたので、そちらをご覧いただきたいと思います。「区立図書館臨時休館計画」という資料でございます。
　　　　　　　期間については、７月１日から９月３０日の間において、地域図書館を輪番で終日休館といたします。中央図書館につきましては、中心館ですので通常どおり開館し、図書館サービスの提供を続けることにしております。
　　　　　　　また、中央図書館は地域館を補完する機能を持っておりますので、これまでも中央を閉めて地域館だけ動かしているということはございませんので、中央は輪番に組み入れてはございません。
　　　　　　　それから、考え方としましては、条例所定の休館日（第３月曜日、月末の館内整理日）については変更せずに、そのまま休館ということでございます。
　　　　　　　それから、この期間中にはお盆の期間が含まれますが、その期間については利用率が高いということと、それから電力需要が低い日ですので、そこはあえて休館としないということにしております。
　　　　　　　それから、特別整理の期間が、小茂根図書館は９月１２日から１７日の６日間が該当しておりますが、これもそのまま、予定を変更せずに特別整理の休館ということになります。
　　　　　　　それから、この輪番のグループ設定ですが、カレンダー形式で、記載のとおりでございます。地域図書館が１０館ございますので、館ごとに曜日を決めて、月曜日から金曜までの各曜日、それぞれ２館ずつ終日休館とする計画となっております。
　　　　　　　それから、輪番休館といっても各館が完全に業務を停止しているわけではございませんで、例えばウェブで入ってくる資料を確保して中で回送したり、あるいは、日々受け入れている定期刊行物の受け入れや配架、それから選書会議をしたり発注処理をしたり館内整理などは行います。それから、この機会を利用して、スタッフの研修ですとか、館内の打ち合わせなども行うということにしております。
　　　　　　　なお、区民の利用者の方への周知は、既に各地域図書館において館内掲示ですとか、図書館だより等の媒体を使ってご案内をしているところでございます。また、区のホームページにも５月１９日から掲載しております。
　　　　　　　それから、絵本館につきましては旧板橋第三小学校に入っておりますけれども、あそこは、公文書館と総合ボランティアセンターを合わせた３施設共同での取り組みをしております。
　　　　　　　その内容は、７月から９月の間、月曜日はお休みにする。それから、時間は、ボランティアセンターは、たしか相談業務などは夜９時半までやっておりますけれども、１８時で終わりにするという計画になっております。
　　　　　　　ただし、絵本館につきましては、もともと月曜日が休館日で、開館時間も１７時までですので影響がないということで特段臨時休館等といった措置にはなりません。
　　　　　　　説明は以上でございます。
委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。
谷田委員　　理由は電力不足の節電対策ということですけれども、どれぐらいの貢献度というのがあるんですか。

中央図書館長　　ピーク時間帯というのは、国が示しているのが午前９時から夜８時までのようですが、まさに区立図書館の開館時間がすっぽり入っているのですけれども、そこを休館とすることで、空調は使えませんし、極力電力消費を抑えることができるということで、目標値が、たしか１５％ということになっていまして、区立図書館は１１館ございますが、そのうち２館については、平日について電力消費を抑えているということで、試算しますと、休館による効果が大体１０％近く出るのではないかというように思っております。
　　　　　　　それから、それ以外に、各館で開館日においても極力節電に努めているということでありますので、それを加味して、区立図書館として１５％近い節電の目標という見通しを持っているところです。

次　　　長　　先般、災害対策本部が開かれまして、そこで、危機管理対策課と環境保全課でざっくりはじいた数字では、図書館については１０館あって、２館ずつ休むから２０％ということでしょうけれども。

中央図書館長　　単純計算だとそうなるんですけれども。

委　員　長　　単純計算でいくと、先ほどのお話ですと、休館中であっても館内整理とか打ち合わせ、研修などをやるということで、当然コンピューター等は生きていると思いますし照明も一部つけるし、空調は我慢するかとかありますけれども、電気は結構使ってしまうのではないかなという気がしないでもないです。

中央図書館長　　恐らく、空調の消費量が一番多いと思うのです。館内ＯＰＡＣを停止していますし、業務端末も１台動かせば足りると思います。それから、夜間の室内照明をつける時間帯まではやりませんので、そのあたりで、開館日との比較では、かなり節電効果があるのではないかと思っておりますけれども。

次　　　長　　外に出す際には、そういう書き方で出されるということで、ほかの施設もざっくり出している。これが一覧表になって出ていくという形になります。
今井委員　　これは、国の１５％ですよね。計算上どうなるかなという話ですけれども、例えば、「板橋は、図書館はごめんなさい。ピークのピーク、１１時から３時に、普段本を読まないような人が、今後、図書館好きになってくれるようなイベントを８月に連日やります。だから、クーラーを消して、来てください」と言ったときと、トータルで、マクロでどうなるんでしょうね、みたいなところで。
　　　　　　　本当は、熱中症対策も含めて、板橋の施設は、この間、「昼間はがんがん冷房をつけますよ」くらいの方がいいのかなという気もしていて、多分、両論あるのかなと思うのですけれども。でも、１５％というのは重いんでしょうね、きっと。

次　　　長　　国の方から出ているものについてだと、各府や省、国でやるやつに準じて地方自治体もやれというのが基本的な数値です。
　　　　　　　ただ、お考えのような考え方も多分あると思いますし、荒川は町中避暑地みたいなことで、公共施設を開けて、家庭にいるのではなくて、そこに来てもらってというようなことのようです。
中央図書館長　　すべて一律に休館するわけではなくて、地域も集中しないように工夫していますし、週１回ですので、開館日については極力ご利用いただくというような方法で、そういった取り組みも考えていきたいとは思います。

教　育　長　　今、委員がおっしゃったように、これを契機に、なかなか図書館に足が向かない人も、「避暑を兼ねて、家庭から出て図書館へ行ってみませんか」というようなＰＲがあるといいかもしれないですね。

今井委員　　大体の競争相手は、板橋区の場合はパチンコ屋さんですかね。避暑地は。

委　員　長　　その館で絶対やらなければいけない部分は、例えば午前中で済ませてしまって、あとの打ち合わせとか研修は、同じグループのほかの図書館でやるとか。完全に落としてしまうということができれば、もう少し貢献できるかなという気がします。
本山委員　　その方が区民にも分かりやすいですよね。閉館しているのに明かりが点いているというのは分かりにくいですね。

中央図書館長　　月末の開館整理と同じような業務になると思うのです。あとは、指定管理者の労働条件といいますか、それがあるので、全部スタッフをお休みにということができない事情がありまして、指定管理料の精算のあたりは、しないという前提で考えているのですけれども。

委　員　長　　そうしたら、同じ会社の中で図書館を３つ入れてあるわけですから、別のところを応援に行くとか、そこで研修するようにすればいいのではないかなと。
中央図書館長　　なるべく電力を使用しないような形態ということですけれども。

委　員　長　　あくまでも、目的は休館ではなくて節電の方ですから。
谷田委員　　多分、そうやって色んなことを言われてしまうと思うのです。だから、結果が見える形にするのが一番いいと思います。去年使った図書館１０館の電気量と、今年がこれだけ下がっていますということをしっかり見せられれば、全部やっていたっていいわけです。極端なことを言ったら。
　　　　　　　そこら辺は、何か言われないようなこととか、あとは逆に、そういうふうに「出すぞ」と言うだけでも、働いている人たちの意識が変わりますから。
　　　　　　　休館日に行って、「まあ、いいか」と言って使ってしまっている部分も含めて、そういうのを「見せる化」していけば、働いている人もなるべく節電しようというような意識になると思うので。それぐらいの覚悟で本当はやっていただいたらいいのではないかと思いますけれども。

中央図書館長　　インターネットを活用して全館共通の資料を、受け取り館が高島平で中央の図書を借りるとか、予約を確保して、返させるというのは日々やっているんです。そこを停止するわけにはいかないのです。ですので、そういう業務は残しておかないと。
　　　　　　　第３月曜日は閉めていますけれども、月末の館内整理とか特別期間中は、そういう形で動かしていますので、そのあたりは、完全にそこを消してしまうということはできないです。
　　　　　　　それから、電力の消費量とか金額については、３月、４月で時間短縮をやっていますけれども、あのときに、どのぐらい使用料が減っているかというのはデータで出ていますので、夏場についても、それらについてどのぐらい効果が出ているのかというのはお示しできると思います。
　　　　　　　そういう効果も見ますよということを指定管理者の方にも伝えてありますので、その辺は努力してもらえるのではないかと思っておりますけれども。

委　員　長　　分かりました。では、よろしくお願いいたします。

庶務課長　　教育委員会の施設は、学校も含めてまだたくさんあります。特に、区全体の電力は学校が３割から、３５％ぐらい占めております。
　それ以外の教育委員会所管の施設の節電計画については、次回の教育委員会のときにまとめて、また改めて報告をさせていただきたいと思います。
　よろしくお願いします。

○報告事項

２．板橋区立小・中学校の学級編制状況について　　　（資料学―１）（学務課）

委　員　長　　では、報告２「板橋区立小・中学校の学級編制状況について」、学務課長から説明願います。
学務課長　　それでは、お手元の資料学―１というもので説明させていただきます。
　　　　　　　板橋区立小・中学校の学級編制状況について、５月１日現在の数字でございます。
　　　　　　　表のまず一番上です。１番、小学校というのがございます。

　　　　　　　小学校ですと、平成２３年度の通常学級ですと、学級数７０９、児童数２万１，８５２。右にいきまして増減でございますが、学級数で２増、児童数で１４６減となっております。
　　　　　　　特別支援学級、これは固定級でございますが、平成２３年度は学級数が３４、児童数が２２５。前年比較で、学級数で２増、児童数で３人増となっています。
　　　　　　　合計で、平成２３年度は学級数７４３、児童数が２万２，０７７ということで、増減でいいますと、学級数が４増、児童数が１４３減となっております。
　　　　　　　２番目にまいりまして、中学校でございます。

　　　　　　　平成２３年度学級数が、通常学級で２５６、生徒数８，８００。前年度比で、学級数１増、生徒数８７増。
　　　　　　　特別支援学級、これも固定級でございますが、学校級数が２０、生徒数が１４７。増減で、学級数１増、生徒数で１０増となっております。合計で、平成２３年度の学級数は２７６、生徒数は８，９４７。増減で、学級数２増、生徒数９７増となっております。
　　　　　　　最下段、天津わかしお学校でございますが、平成２３年度は学級数３児童数３０。前年度比で、学級数１減、児童数で１増となっております。
　　　　　　　次の２枚目以降に、各学校別に在籍児童数等が掲載されております。最大規模で申し上げますと、一番左がナンバーでございます。Ｎｏ．４４北野小学校。こちらが児童数７８０、区内で最大の数となっております。
　　　　　　　戻りまして、Ｎｏ．４志村第三小学校。こちらが児童数８６で、人数的には最小規模ということになります。
　　　　　　　そして、中学校の方ですが、一番最後のペーパーになります。４枚目になりますが、中学校ですとＮｏ．２０赤三中が７１２で最大、Ｎｏ．４板五中が８９名で最小ということになっております。
　　　　　　　また、今年は、ご案内のとおり、３５人学級というものができております。４月２２日に法律の改正が交付、施行されまして、同日付で東京都が臨時教育委員会を開催しまして、学級編制基準を改正しております。
　　　　　　　その関係で、区内では１校、北前野小学校が３５人学級を実施いたしまして、先ほどのページに戻りますが、Ｎｏ．１６北前野小学校が１学年で学級数２となっておりますが、これは３８人で２となっておりますので、３５人学級を適用したということになります。

　報告は以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

教　育　長　　前回報告がありましたけれども、３５人学級で、ＴＴにして３５人学級編制をしなかった学校を整理して報告していただけますか。
学務課長　　実際には、北前野小学校を含めて４校が人数的には３５人学級に該当しております。そのうち、志村第一小学校、富士見台小学校、金沢小学校の３校が、実際には３５人にせず、今教育長が申し上げましたように、教員は３５人学級編制できておりますので、その教員をＴＴですとか、そういった形で活用し、学級数は従来のままという形でやっております。

谷田委員　　今のお話は、校長の判断で自由にということなんですね。
教　育　長　　学校判断でやりました。

谷田委員　　もう１つ質問ですけれども、今年は、小学校で児童数が１年生が１けたという学校が２校ありますよね。もし、男女比まで把握されていたら、ちょっと伺っておきたいなと思いますけれども。
教　育　長　　志村第三小学校は男子が１、女子が５。大山小は、男子が２、女子が３です。

谷田委員　　そうすると、２学年とかということも視野にいれてやっていくということですよね、恐らく。
教　育　長　　来年度に何人が入ってくるかによって、複式学級ということも考えざるを得なくなってくる状況です。次回の適正配置の審議会では、少しその辺を含めて審議をしていただこうと予定はしています。

委　員　長　　来年が少ないと、複式にせざるを得ないということですか。

学務課長　　普通の学校の学級編制基準ですと６人以上で１学級ですから、連続する２つの学年で５人になると複式にしなさいということが。

委　員　長　　ということは、今の１年生が仮に６人そのまま進級すれば、なることなはない。

学務課長　　はい、そうです。

委　員　長　　大山小学校は。
学務課長　　連続する２学年で、６人以上いればオーケーですので。

　　　　　　　例えば、単純計算で、志村第三小学校の場合は今６人いますので、次の１年生が仮にゼロでもオーケーですが、大山小学校の場合に次の１年生がゼロですと複式に。
委　員　長　　ゼロなら複式にならないですけれども。

学務課長　　１でも合計６ですから、何とかなりますけれども。

委　員　長　　合計６。

学務課長　　児童数が６人以上いれば１学年で１学級になりますので、連続する２つの学年で５人になりますと一緒にさせるという形です。

委　員　長　　２学年足して５人。

学務課長　　はい。

谷田委員　　天津を例にとると分かるんですか。

学務課長　　１枚目で、天津わかしお学校の学級数は１になっておりますが、これは２枚目のページの一番下の方に、小学校在籍児童数の一番最後のところ、天津わかしお学校の学年別の内訳が一番下の段に出ているんですが、ページでいいますと３枚目の一番下になります。第３学年と第４学年を合わせて児童数が２名、２名で合計４名ですので、今年、この部分について複式学級という編成になっております。ですから、２つの学年で５人になると複式になるという形になります。
委　員　長　　では、例えば大山小の場合は今５人いるから、１人以上。

学務課長　　１人の場合は、とりあえず。

委　員　長　　複式にはならない。

学務課長　　ならない。

委　員　長　　でも、それは問題ですね。

本山委員　　５人、１０人、１６人、１１人ですものね。

今井委員　　答申が３月でしたか。

学務課長　　審議会の方は、今年度中に審議会から答申を上げたいということで、今現在、調整しています。
　　　　　　　ただ、答申の中では、区全体での検討ということで答申せざるを得ないんですけれども、今回お話が出ました志村第三小学校と大山小学校につきましては、過小規模ということで個別に検討したいという意向を、今現在、審議会の方から伺っているところです。
委　員　長　　分かりました。では、とりあえず、現状はこれということで。あとは、適正規模・適正配置の委員会の検討結果を待ちたいと思います。

教　育　長　　それから、天津わかしお学校の件です。前回、情報提供を差し上げましたが、形式上はというか、届け出上は４年生が減ったために、３年生、４年生が複式という形になりましたけれども、今年については加配を認めるという東京都の裁断が出まして、３年生と４年生を別にクラス編成することができることになりました。来年は是非、もう少し、４月の段階からたくさん子供を入れたいと思っています。
今井委員　　算数で３年、４年が一緒は、多分つらいですよね。

○報告事項

３．生涯学習課が所管する施設の平成２２年度指定管理者事業報告について

（資料生―１）（生涯学習課）

委　員　長　　では、報告３に移ります。「生涯学習課が所管する施設の平成２２年度指定管理者事業報告について」、生涯学習課長から報告願います。
生涯学習課長　　それでは、生―１をご覧ください。
　　　　　　　生涯学習課が所管する教育科学館、少年自然の家八ヶ岳荘及び榛名林間学園の平成２２年度指定管理業務の報告についてでございます。
　　　　　　　別紙の１、２、３の概要でご説明させていただきます。
　　　　　　　まず、別紙１、教育科学館についてでございます。
　　　　　　　施設利用状況は、平成２２年度は入館者数が１８万６，４３１人で、前年度より６，４６４人減になっておりますが、これは１月２４日から２月２３日の３１日間、アスベスト除去工事による臨時休館によるものでございます。
　　　　　　　参考に、２月の実績を記載してございますが、プラネタリウムの観覧者数では１，８１１人の増を示しておりまして、休館がなければ実績は上回ったものと思われます。
　　　　　　　管理運営業務実施状況でございますが、事業計画どおりに、適正に管理運営がされております。また、臨時休館中も苦情はございませんでした。施設の維持管理については、施設清掃や害虫駆除、各種保守点検等の定期的なものについては計画どおり実施するなど、適正にしっかり管理されております。
　　　　　　　ただし、裏面の「今後の対応」のところに記載してございますが、開設以来２２年が経過しまして、施設の老朽化、経年劣化による修繕等の課題がございます。優先順位をつけて、指定管理者に対応を求めていくとともに、区としての取り組みが必要と認識しております。
　　　　　　　続きまして、利用者のサービス向上という点でございますが、職員自ら率先して清掃を行い、館内美化に努めております。
　　　　　　　また、管理経費の収支状況でございますが、１億６，４１９万１，０００円の収入に対しまして、１億６，０６８万円の支出で、３５１万１，０００円の黒字ということでございます。
　　　　　　　次に、事業運営実施状況でございます。事業報告書の３６ページ、３７ページに記載しております夏休みイベントの「２０１０体験！見る知る恐竜ランド」を開催しまして、動く巨大なティラノのロボット、あるいは化石のレプリカ、化石発掘体験コーナーなどを実施しまして、これは非常に大盛況でございました。
　　　　　　　また、「板橋子どもひらめき発明展」は第５回目を迎えまして、募集総数は６０５点と、過去最高を記録しております。今年度も、４月１７日から６月１９日までに、発明、アイデアを募集しておりまして、１２月１８日、日曜日午後に表彰式を予定しております。
　　　　　　　自主事業につきましても、湯本名誉館長の科学実験ショーや、「実験科学塾」を開始するなど、順調に、かつ好評を得ているところでございます。
　　　　　　　平成２２年度はアスベストの除去工事や、東日本大震災などで臨時休館を余儀なくされる事態がございましたが、トラブルはございませんで、適正に対応できておりました。全体的には、適正な管理運営ができているという評価でございます。
　　　　　　　今後さらに一層、利用者にとって楽しく学べる科学館として、魅力ある施設になるように求めていきたいと考えてございます。
　　　　　　　続きまして、別紙２の少年自然の家八ヶ岳荘についてでございます。
　　　　　　　まず、施設の利用状況でございますけれども、１万４，１１６人で、うち有料の利用者数が５，７７６人。前年度比で４９９人増えております。
　　　　　　　管理運営業務の実施状況でございますが、事業計画どおりに適正に実施されておりまして、移動教室や青健のキャンプなど区の事業も円滑に実施できておるところでございます。さらに、施設の管理維持についても、限られた条件の中で良好にできていると判断しております。
　　　　　　　３点目、利用者サービスの向上でございますが、年末年始の営業も大変好評でございまして、最寄り駅までの送迎、あるいはクレジットカードによる支払等も実施されておるところでございます。
　　　　　　　利用者満足度調査では、前年度よりさらに高くなりまして、９９％以上の方から「大変満足」もしくは「満足」という評価を受けてございます。事業者が、施設改修とか、あるいは事業者の接遇改善等に非常に努めておりまして、ホームページでもこれを公表するというふうなことで、非常に努力しているものがこういうふうに反映されているというふうに考えてございます。
　　　　　　　要望では、ウォシュレットつきの洋式トイレの設置、これが多数寄せられているところでございます。
　　　　　　　４点目の管理経費の収支状況でございますが、収入が１億１，０２４万８，０００円、支出が１億８２５万１，０００円で、１９９万７，０００円の黒字でございます。
　　　　　　　裏面に移らせていただきます。
　　　　　　　自主事業では、前年度より３事業増やしまして、９事業の企画・実施をしました。詳しくは、事業報告書の１９ページから２０ページに記載してございます。自主事業につきましては、かなり評判も高く、定着してきているかなと思っております。
　　　　　　　年末年始の営業も含め、なかなかすぐに実績に結びつかないということはございますが、評価は高くて、事業経費の収支状況では１５４万３，０００円の黒字になっております。
　　　　　　　また、一昨年度に引き続き、東京板橋セントラルロータリークラブ様より電球型の蛍光灯の寄贈を受けております。
　　　　　　　評価のところに記載してございますが、課題としては、これは昭和５７年９月に開設ということで２９年を経過しておりまして、施設の老朽化が進んでおるところから、今後、区も含めてこれへの対応を求められることが想定されるかなと思ってございます。
　　　　　　　最後に、別紙３の榛名林間学園についてでございます。
　　　　　　　まず、施設利用状況でございますが、１万４３６人で、うち有料利用者が２，０３５人で、前年比では６２０人増えてございます。
　　　　　　　次に、管理運営業務の実施状況でございますが、こちらの施設も事業計画どおりに、適正に実施されておりまして、移動教室や青健キャンプなどの区の事業も円滑に実施できているところでございます。
　　　　　　　利用数は、３月の震災の影響で停止をしましたので、減少しております。逆に、移動教室の期間中にも一般利用を実施するということをしましたので、それで増えているということでございます。
　　　　　　　さらに、施設の維持管理についても、給湯の温水ヒーター熱交換器の取りかえなど、予定していた整備工事も適正に実施されまして、全体を通して良好に管理できております。
　　　　　　　３点目、利用者サービスの向上でございますが、利用日数を増やす努力が実りまして、それらが利用者の増加につながっております。
　　　　　　　４点目の管理経費の収支状況でございますが、収入が５，７６８万３，０００円、支出が５，７２６万６，０００円で、４１万６，０００円の黒字でございます。
　　　　　　　自主事業では、ホタルの鑑賞とバーベキューなどを実施した２事業は好評だったということでございます。ただ、年末年始営業につきましては、来られた方には非常に好評だったわけですけれども、利用が非常に残念な結果に終わっております。
　　　　　　　裏面に移らせていただきます。
　　　　　　　土産の販売や自販機の設置など、利用者の利便性の向上を図っておるということで、これは評価も高いところでございます。
　　　　　　　以上のように、施設の維持管理とか、あるいは利用者へのサービス向上については適正に行われておりまして、今後も継続を求めているところでございますが、こちらの施設につきましては、冬期の快適な環境整備、これは昨年もこの委員会で色々ありましたけれども、すなわち、暖房の対応等が重点課題と考えております。
　　　　　　　私どもも教育長と一緒に視察に行きまして、冬は廊下がマイナスになってしまうという環境なので、非常に冬は厳しいかなと思っております。
　　　　　　　長くなりましたが、３施設の事業報告は以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　拝見させていただいて、皆さん、概ね頑張っていただいているという印象かなと思います。
　　　　　　　あとは、今、暖房の話もありましたけれども、榛名の方は、あともう少し支援することができれば。
　　　　　　　アンケートを見ている限りでは、何かリピーターも増えているような感じですし、「料金が上がっても、続けてください」みたいなコメントもありましたし、もうひと頑張りかなという印象を受けました。
　　　　　　　たしかに、やっていただいているという話でしたけれども、八ヶ岳のやり方というか、お互いのやり方のいいところを真似し合うとか、そんなことも含めて、やっていただいたらいいのではないかなと思います。

生涯学習課長　　榛名は、大人が一泊５４０円なんです。子供は２７０円で、６５歳以上あるいは障害の方は５割減という形で、非常に安いんです。ただ同然みたいな形で今利用されておりまして。
　　　　　　　利用者の中には、八ヶ岳もそうですけれども、宿泊施設、保養所みたいな感覚で泊まられるとアンケートでも色んな苦情が出るんですけれども、これは、あくまでも社会教育施設でございますので、そこをしっかり理解しいただきながら、より一層の宿泊の環境の改善につなげていきたいとは思ってございます。
　　　　　　　ただ、利用された方の話を聞いていますと、指定管理になってから、「いらっしゃいませ」とか「どうもありがとうございました」ということが、接遇として完璧にされておりまして、非常に気持ちよく利用できるという評価も受けているところでございます。
　　　　　　　今、指摘いただいたことについては、また、こちらの課題として受けとめさせていただきたいと思います。

教　育　長　　４月２７日に生涯学習課長と一緒に、榛名へ行って、見てまいりました。
　　　　　　　物すごく暖かくていい日だったんですけれども、中に入ると本当にひんやりしまして、施設内がまだ暖まっていないこともあって、何とかならないかなと思うような状況です。多分、冬ですと、もっとひどい寒さが室内で感じられるかなと思います。もともと北向きに建っているということで、どうしてあんな設計にしたのかという気持ちを持ちました。
　　　　　　　中の指定管理の人たちについては、最低限の人数で、すごい努力をしていただいているというのがよく分かりまして、本当に申し訳ないという、頭の下がる思いで見てきました。
　　　　　　　今、話が出ていましたけれども、利用料が５４０円というのは余りにも安過ぎる。余り安過ぎると、今の人達は警戒をしまして、行かないということもありますので、社会教育施設といえども、もう少し、取るべきものは取るという考え方が必要というふうに思いました。
　　　　　　　５４０円では、実費にも全く足りない状態です。だから、お客さんが、５４０円と聞いたときに、「では、リネン代は別に幾らですか」とか、そういう質問が出るぐらいだと言っていました。その辺を含めて、もう少し検討する余地があるということは感じています。
　　　　　　　施設としては古くなりましたけれども、大変いい施設で、何とか活用できたらと考えております。

委　員　長　　確かに、５４０円は安過ぎますよね。結局、その不足分を税金で補っているわけですから、行かない区民から考えれば、安過ぎる。学校とか青健の利用は考慮してもいいと思いますけれども、一般の利用の場合には、もっと高くてもいいのではないかなという気がいたしました。
　　　　　　　それと、榛名の方は平成２３年度の研修計画が書いてあるんですけれども、危機管理に対する研修を是非これからは入れていかなければいけないという気がいたしました。
　　　　　　　それと、八ヶ岳の方はアンケート結果が載っておりましたので全部読ませていただきました。「ティッシュが各部屋に欲しい」というのは、そういうのは要らないというか、そういうものを置く施設ではないということを理解してもらえるより、しょうがないと思います。

生涯学習課長　　どうもありがとうございました。そのように思います。

本山委員　　トイレを何とかしたいですね。

生涯学習課長　　八ヶ岳の方は、今年度、喫煙のコーナーをきっちり分けて、新たに設置させていただきます。これはまた今までお叱りを受けていた部分がありますので、それは完備させていただきます。
　　　　　　　その次にトイレを、経費と相談しながらという形になろうかと思います。
教　育　長　　あと、教育科学館ですけれども、ここも指定管理者の努力で、色んなイベントをやっていただいて、すごく行って楽しめる教育科学館になりつつあると思います。
　　　　　　　ただ、平日の利用がどの程度なのか。性格上、対象者のところもありますから、なかなか難しいんですけれども、平日利用のところをどうするかというのは、もう少し検討した方がいいというのを、見ながら感じました。
生涯学習課長　　教育科学館につきましては、今年度で５年が経ちますので、また来年度に選定させていただくような形になります。
　　　　　　　その際に、そういう項目も１つの検討材料ということで、こちらの方も検討し、その選定委員会の中では項目に入れていきたいとは考えてございます。
　　　　　　　ただ、この辺は、学校教育の移動教室等の絡みもございますので、教育委員会としても少し連携をとって、ほかの課と調整をさせていただきたいと思っております。

委　員　長　　ほかになければ、次に、教育委員会次第にはありませんが、追加報告事項はありませんか。
　　　　　　　特になければ、以上をもちまして、本日の教育委員会を終了いたします。
　　　　　　　なお、これから事務打ち合わせ会を行いますので、傍聴の方は退席願います。

午前　１１時　２０分　閉会
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